










1969 年 Berger は“Nephropathy with IgA,IgG deposits"を報告し,蛍光抗体法で糸球体メ

ザンジウムにIgAの沈着を主とし,IgG,C3の沈着も伴う一群の腎疾患患者が,臨床的にも特

徴的な共通点を認めるとして,独立した腎疾患であることを報告した。 

当初は成人例についての報告が多く,小児例の報告は少なかったが,本邦では学校検尿の普

及により,無症候性の IgA 腎症の患児が多数発見されるようになり,現在では,最も遭遇す

ることの多い腎炎になっている。 

しかし成人のIgA腎症が詳細に検討されているのに比し,小児期1gA腎症の検討は不充分で

ある。小児期 1gA 腎症も成人の IgA 腎症と同様に sIowly progressive glomerulonephritis

であるならば,その naturalcourse を変えうる治療計画をたてるにあたって予後因子を充

分に把握しておくことは極めて重要である。そこで,小児期 1gA腎症の予後因子を明らかに

する目的で,これまで我々が経験した症例の臨床病理像を詳細に検討した。 


